
第 319 号
２０２5年（令和７年）

11月１５日

中川村公民館

　

禅
寺
の「
雲
板
」は
、
食
事
の
準
備
や

開
始
、
座
禅
・
法
要
・
行
事
の
開
始
と
終

了
な
ど
を
合
図
す
る
た
め
に
打
ち
鳴
ら
す

道
具
で
あ
る
。今
で
い
う「
チ
ャ
イ
ム
」だ
。

　

写
真
の
雲
板
は
中
川
村
中
央
地
区
の

禅
寺
実じ
っ

際さ
い

寺じ

の
も
の
で
あ
る
。
銘
文
に

嘉か
き
ょ
う慶
２
年（
１
３
８
８
年
）と
あ
り
、県
内

最
古
の
も
の
と
し
て
昭
和
40
年
に
県
宝
に

指
定
さ
れ
た
。

　

実
際
寺
は
片
切
氏（
片
桐
氏
）の
創
建

で
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
前
半

に
か
け
て
最
も
栄
え
た
と
い
う
。
雲
板
が

造
ら
れ
た
の
も
そ
の
頃
だ
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
中
川
村

歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
、こ
の
雲
板
が
常

設
展
示
さ
れ
て
い
る
。総
長
40
・
５
セ
ン
チ
、

総
幅
37
・
５
セ
ン
チ
。実
物
は
思
い
の
ほ
か

大
き
い
。

　

こ
ん
な
大
き
な
板
を
打
ち
鳴
ら
す
ほ
ど
、

多
く
の
禅
僧
が
修
行
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
か
。一
体
ど
ん
な
音
が
響
い
て
い
た
の

だ
ろ
う
。さ
す
が
に
県
宝
は
叩
け
な
い
が
、

実
物
を
間
近
に
見
て
、そ
の
音
と
往
時
の

隆
盛
を
想
像
し
て
み
た
い
。

　
県
宝
　
銅
製
雲
板
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２０２5年（Ｒ７）11月１５日 （2）館　　報　　中　　川 第３19号

　
第
50
回
の
節
目
と
な
る
中
川
村
文

化
祭
が
、
ま
な
び
の
里
「
牧
ヶ
原
文

化
公
園
」
を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
展
示
の
部
が
社
会
体
育

館
を
会
場
に
11
月
７
日
（
金
）
～
９

日
（
日
）
の
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
、

ス
テ
ー
ジ
の
部
が
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
を
会
場
に
９
日
（
日
）
午
後

12
時
15
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

共
同
開
催
「
な
か
が
わ
商
工
祭
」

　
50
回
記
念
と
し
て
９
日
（
日
）
に

「
な
か
が
わ
商
工
祭
」
が
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
商
工
祭
で
企
画
し
た
「
ア
ル

ク
マ
熱
気
球
」
が
飛
び
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
大
勢
の
み
な
さ
ん
に
来
場
い

た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
体
験
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
の
食
事
を
通
し
て
、

文
化
の
秋
、
体
験
の
秋
、
食
欲
の
秋

の
祭
典
「
商
工
祭
＆
文
化
祭
」
を
堪

能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

技
の
祭
典
「
展
示
の
部
」

　
展
示
の
部
は
村
民
の
み
な
さ
ん
が

生
涯
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で
、

村
内
の
文
化
グ
ル
ー
プ
・
ク
ラ
ブ
等
、

幅
広
い
年
齢
層
の
43
団
体
、
14
名
の

個
人
出
展
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
約

１
０
０
０
点
の
多
岐
に
わ
た
る
ジ
ャ

ン
ル
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
50
回
に

相
応
し
い
力
作
の
数
々
が
会
場
に
並

び
ま
し
た
。
50
回
記
念
で
夏
休
み
に

児
童
ク
ラ
ブ
の
小
学
生
と
描
い
た

「
文
化
祭
の
お
っ
き
な
絵
」
が
展
示

さ
れ
た
ほ
か
、
絵
本
作
家
の
舘
野
鴻

さ
ん
と
描
い
た
「
み
つ
ば
ち
里
山
巨

大
絵
巻
」
な
ど
、
10
ｍ
近
く
の
大
き

な
絵
が
会
場
内
に
並
び
ま
し
た
。

特
別
企
画
「
文
化
祭
50
年
の
歴
史
」

　
現
在
、
中
川
村
文
化
祭
は
展
示
の

部
と
ス
テ
ー
ジ
の
部
で
構
成
さ
れ
、

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
と
公
民
館
が

主
催
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

展
示
の
部
に
展
示
し
た
「
文
化
祭
50

年
の
歴
史
」
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
の
文
化
祭
「
展
示
の
部
」
の

前
身
に
あ
た
る
「
文
化
展
」
の
は
じ

ま
り
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
記
載
が

な
く
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
も
の
の
、

旧
片
桐
村
の
広
報
誌
「
か
た
ぎ
り
」

第
10
号
（
昭
和
26
年
４
月
発
行
）
に

「
創
作
展
ら
ん
會
　
十
二
月
文
化

祭
」
と
記
載
が
あ
り
、
す
で
に
開
催

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）
に
は
じ

ま
っ
た
「
む
ら
の
文
化
祭
」
が
、
現

在
の
文
化
祭
「
ス
テ
ー
ジ
の
部
」
に
あ

た
り
ま
す
。
む
ら
の
文
化
祭
の
は
じ

ま
り
は
、
当
時
の
村
青
年
会
の
み
な

　
同
時
開
催
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
講

演
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
、恒
例
の「
茶

道
体
験
」、初
開
催
の
絵
本
や
紙
芝
居

の
読
み
聞
か
せ
「
お
は
な
し
会
」、体

育
館
の
玄
関
を
彩
っ
た
「
透
か
し
折

り
紙
の
体
験
」、西
小
学
校
５
学
年
に

よ
る
「
お
菓
子
の
販
売
」、保
健
福
祉

課
が
主
催
の
が
ら
く
た
座
の
人
形
劇

「
い
の
ち
の
お
話
会
」、地
域
政
策
課

Ｄ
Ｘ
推
進
係
に
よ
る
文
化
祭
特
別
講

座
「
ス
マ
ホ
詐
欺
か
ら
の
守
り
方
」

な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
展
示
会
場
に
は
、
３
日
間
で
の
べ

１
１
５
５
名
が
来
場
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
力
作
の
数
々
を
ご
覧
い
た
だ
け
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
年
々
作
品
出
展

数
の
減
少
は
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
ひ

と
つ
の
展
示
内
容
の
充
実
さ
、
多
岐

に
わ
た
る
取
り
組
み
の
数
々
に
、
中

川
村
の
文
化
・
芸
術
の
奥
深
さ
、
素

晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

さ
ん
に
よ
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が

き
っ
か
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
過
去

の
公
民
館
報
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
若
者
た
ち
が
、「
必
死
に
作

り
上
げ
た
演
劇
を
村
民
の
み
な
さ
ん

に
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
。」そ
う
し

た
思
い
か
ら
、
む
ら
の
文
化
祭
が
は

じ
ま
っ
た
の
で
す
。

　
昭
和
50
年
に
青
年
会
の
み
な
さ
ん

に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
て
以
降
、
多
く

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
昭

和
63
年
の
開
催
中
止
を
除
き
、
毎
年

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
文
化
展
」
と
「
む
ら
の

文
化
祭
」
は
、
時
代
と
と
も
に
会
場

や
開
催
方
法
な
ど
を
工
夫
し
な
が
ら
、

現
在
の
「
中
川
村
文
化
祭
」
に
形
を

変
え
、
み
な
さ
ん
の
「
文
化
・
芸
術

発
表
の
場
」
に
限
ら
ず
、
文
化
祭
を

通
し
て
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
が
生
ま

れ
る
「
秋
の
祭
典
」
と
し
て
現
在
ま

で
脈
々
と
続
い
て
い
ま
す
。

初の共同開催「なかがわ商工祭」

百花繚乱【展示の部】

ムーミンの会による「おはなし会」

西小５学年の「お菓子の販売」

第50回第50回

中川村文化祭中川村文化祭
(文化団体連絡協議会・公民館共催)(文化団体連絡協議会・公民館共催)



２０２5年（Ｒ７）11月１５日 第319号（3） 館　　報　　中　　川

　2045年頃と予測されていたシンギュラリティが「教える」ということに特化すれば、2026年（つまり来年）に
は実現するという。６年後に完成する「新たな学校」は私たちの想像をはるかに超えてデジタル化が進むと思われる。
※シンギュラリティ（技術的特異点）＝AIが自己革命を繰り返し人間の知能を超える転換点

　「東小 子どもとおとなが教育を語る会」には保護者、地域住民、教職員と6年生の総勢60人余が参加し「学校
の主役は誰？」というテーマで話し合いをしました。「だれ」という質問におとなは「人間」をイメージしました。
しかし子どもはもっと自由な発想でした。「物」も擬人化すれば「だれ」になると気づかされましたが、これは現
在のAIには出せない答えでした。
　否応なくデジタル化が進む世の中では、AIを便利なツールとして活用することは必要だと思います。ただし、 
画一的な考え方を防ぐには、子ども達の無垢で自由な発想が最強の武器かもしれない！！（朝）

　AIの答え　
・学校の主役は子ども  …（学校は子どもが学び成長す

るための施設、先生やおとなはそれを補助する役割）

　子どもの答え（抜粋）　
・学校の主役は校長先生  …（校長先生が決めたことを、

みんなでしていくから）
・学校の主役はノートとえんぴつ  …（ノートとえんぴ

つが無いと教えてもらったことを忘れてしまうから）

「東小 子どもとおとなが教育を語る会」に参加して「東小 子どもとおとなが教育を語る会」に参加して

「 子ども vs ＡＩ 」「 子ども vs ＡＩ 」

編集委員による編集委員による
リレーコラム！リレーコラム！ 中川村新たな学校づくりプロジェクト ⑩中川村新たな学校づくりプロジェクト ⑩

〜みんなで考えよう！〜みんなで考えよう！
わたしたちの新しい学校〜わたしたちの新しい学校〜

「  学 校 の 主 役 は 誰 ？ 」

　
ス
テ
ー
ジ
の
部
は
、
22
団
体
・
個

人
、約
２
５
０
名
の
方
々
が
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
加
盟
団
体

を
始
め
、
村
内
の
グ
ル
ー
プ
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

演
目
は
、楽
器
演
奏
や
踊
り
の
他
、獅

子
舞
、
落
語
、
歌
唱
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

太
極
拳
、
空
手
、
和
太
鼓
、
人
形
浄

瑠
璃
、
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
様
々
。
今

年
は
第
50
回
を
記
念
し
、
開
会
式
で

「
み
ん
な
で
村
歌
を
歌
お
う
！
」
と

題
し
て
、
合
唱
サ
ー
ク
ル
「
歌
い
人

な
か
が
Ｗ
ａ
」
と
有
志
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
村
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。
ま

た
、
５
団
体
に
よ
る
特
別
コ
ラ
ボ
ス

テ
ー
ジ
も
行
わ
れ
、
節
目
に
ふ
さ
わ

し
い
熱
気
に
満
ち
た
４
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　
幕ま

く
あ
い間

の
舞
台
転
換
で
は
舞
台
裏
方

の
ス
タ
ッ
フ
を
担
当
し
た
各
分
館
社

会
文
教
部
の
み
な
さ
ん
が
大
活
躍
。

出
演
者
・
観
客
・
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸

と
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
な
り
ま

し
た
。
多
く
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
50
回
の
節
目
を
迎
え
、
更
に
進
化

を
続
け
る
中
川
村
文
化
祭
。
各
団
体

で
は
、
既
に
来
年
の
文
化
祭
に
向
け

た
準
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
来
年

も
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

文
化
の
華
「
ス
テ
ー
ジ
の
部
」

第
50
回 

中
川
村
文
化
祭 

ス
テ
ー
ジ
の
部 

プ
ロ
グ
ラ
ム

１
、
吹
奏
楽　
「
打
上
花
火
」「
青
と
夏
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
中
川
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　
　【
開
会
行
事
】 

２
、 

二
部
合
唱　
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」

　
　
「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」「
埴
生
の
宿
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
歌
い
人
な
か
が
Ｗ
ａ 

３
、
ピ
ア
ノ　
「
ソ
ナ
タ
月
光
」　
……
…
…
…
音
研 

４
、
空
手　
　
「
基
本
稽
古
」「
試
し
割
り
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
武
道
空
手
少
年
ク
ラ
ブ 

５
、
伝
統
芸
能　
「
獅
子
舞
、
お
か
め
踊
り
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
南
田
島
獅
子
舞
保
存
会 

６
、
日
本
舞
踊　
「
風
流
水
景
色
」「
竹
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
池
上
社
中 

７
、
フ
ル
ー
ト
演
奏 「
瑠
璃
色
の
地
球
」「
宝
島
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
オ
ー
ル
リ
中
川 

８
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　
「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」

　
　
「
Ｓ
ｔ
ａ
Ｒ
ｔ
」　
……
…
…
健
康
体
操
ク
ラ
ブ 

９
、
う
た　
「
眦
」「
一
番
マ
グ
ロ
の
唄
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
渡
辺　
正 

10
、
日
本
舞
踊　
「
浮
世
舟
」　
……
…
…
ち
ど
り
会 

11
、
太
極
拳
演
舞 「
入
門 

太
極
拳
」「
太
極
功
夫
扇
」

　
　
　
　
　
　

……
…
…
…
…
太
極
拳
カ
ト
レ
ア
会  

12
、
フ
ラ
ダ
ン
ス 「
イ・ワ
イ
カ
プ
ー 

ケ
ア
ロ
ハ
」

　
　
「
プ
ア 

オ
レ
ナ
」
…
伊
那
谷
フ
ラ
フ
ァ
ミ
リ
ー 

13
、
５０
周
年
記
念
コ
ラ
ボ
企
画

　
　【
休
　
　
憩
】 

14
、
伝
統
芸
能　
「
三
番
叟
」 

… 

中
川
人
形
保
存
会 

15
、
落
語　
「
転
失
気
」…
…
…
…
…
忠
孫
亭
信
修 

16
、
ア
フ
リ
カ
ン
ド
ラ
ム
＆
ダ
ン
ス　
「
ク
ク
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
サ
ブ
ニ
ュ
マ 

17
、
歌
謡
舞
踏
体
操　
「
青
い
山
脈
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
歌
謡
舞
踏
体
操 

18
、
喇
叭
吹
奏　
「
消
防
喇
叭
の
曲
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
中
川
村
消
防
団
喇
叭
隊 

19
、
日
本
舞
踊　
「
さ
ら
ば
桜
島
」「
匠
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
日
本
舞
踊 

上
伸
流 

20
、
ハ
ー
モ
ニ
カ 「
も
し
も
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
な
ら
」

　
　
「
歓
喜
の
歌
」　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
青
空 

21
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
踊
り 「
恋
蛍
」　

　
　
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
み
な
こ
い
!!
～
夏
歌
～
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
中
川
天
龍
振
興
会 

22
、
ダ
ン
ス　
「 

Ｈ
ｉ
ｐ
Ｈ
ｏ
ｐ 

ダ
ン
ス
」

　
　
　
　
　
　
…
中
川
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

23
、
和
太
鼓　
「
イ
チ
の
太
鼓
」

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
陣
馬
太
鼓 

子
ど
も
連 

　
　【
福 

万 

来
】

「みんなで村歌を歌おう！」第 50 回記念特別コラボステージ
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話題
あれこれ

｢｢

整
う
」
と
い
う
時
間

整
う
」
と
い
う
時
間

木製の小屋のような「バレルサウナ」木製の小屋のような「バレルサウナ」

「ロウリュ」で体感温度を調整「ロウリュ」で体感温度を調整

　
こ
こ
数
年
、「
サ
ウ
ナ
で
整
う
」
と

い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
今
で
は

若
い
世
代
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
幅

広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
私
も
例
に
漏
れ
ず
、
気
が
つ

け
ば
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
サ
ウ

ナ
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
一
人
で
す
。

　
整
う
と
は
？
　

　
さ
て
、
こ
の
「
整
う
」
と
は
、
た

だ
汗
を
か
い
て
ス
ッ
キ
リ
す
る
と
い

う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
温
の

サ
ウ
ナ
室
で
体
を
温
め
、
水
風
呂
で

一
気
に
冷
や
し
、
最
後

に
外
気
浴
で
ゆ
っ
く
り

と
体
温
を
自
然
な
状

態
に
戻
す
。こ
の
温
冷

交
代
に
よ
っ
て
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
が
整
い
、
全
身
の
血
流
が
効
果
的

に
促
進
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
脳

内
で
は
幸
福
感
を
も
た
ら
す
ホ
ル
モ

ン
と
い
わ
れ
る
「
β
エ
ン
ド
ル
フ
ィ

ン
」
や
「
オ
キ
シ
ト
シ
ン
」
が
分
泌
さ

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
“
整
う
”
と
は
体
が
軽
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
心
が
静
か
に
満
た
さ

れ
る
状
態
の
こ
と
な
の
で
す
。

“ 

無
の
時
間 
”

　
通
い
始
め
た
頃
は
「
熱
い
」「
冷

た
い
」
を
繰
り
返
す
だ
け
で
精
一
杯

で
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
次
第
に

そ
の
間
に
あ
る
“
無
”
の
時
間
が
心

地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
サ
ウ
ナ
室
の
中
で
は
ス
マ
ホ

も
会
話
も
な
く
、
た
だ
自
分
の
呼
吸

と
鼓
動
だ
け
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

目
を
閉
じ
る
と
、
頭
の
中
の
ノ
イ
ズ

が
一
枚
ず
つ
は
が
れ
て
い
く
よ
う
な

感
覚
が
あ
り
ま
す
。
外
に
出
て
風
に

あ
た
る
と
、
空
の
色
や
木
々
の
音
さ

え
も
い
つ
も
よ
り
鮮
や
か
に
感
じ
ら

れ
、
仕
事
や
日
常
の
中
で
溜
ま
っ
た

ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
が
、
少
し
ず
つ
溶
け

て
い
く
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　
頭
の
中
の
引
き
出
し
を
整
頓
　

　
ま
た
、
サ
ウ
ナ
を
出
た
あ
と
の
集

中
力
の
高
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

血
流
が
よ
く
な
り
、
脳
へ
の
酸
素
供

給
が
増
え
る
せ
い
か
、
物
事
に
落
ち

着
い
て
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
る
の

で
す
。最
近
で
は
、勉
強
や
創
作
の
前

に
サ
ウ
ナ
に
入
る
人
も
多
い
と
聞
き

ま
す
。
私
自
身
も
“
整
っ
て
”
か
ら

仕
事
や
勉
強
に
取
り
か
か
る
と
、
思

考
が
整
理
さ
れ
、
頭
の
中
の
引
き
出

し
が
自
然
と
整
頓
さ
れ
る
よ
う
な
感

覚
が
あ
り
ま
す
。

　
不
思
議
な
一
体
感
　

　
サ
ウ
ナ
は
人
と
の
距
離
を
自
然
に

近
づ
け
て
く
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。
多
く
を
語
ら
ず
と
も
、
同
じ
空

間
で
汗
を
流
す
う
ち
に
、
不
思
議
な

一
体
感
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
常
連

同
士
で
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
と

声
を
か
け
合
う
だ
け
で
も
、
温

か
い
交
流
を
感
じ
ら
れ
る
の
が

サ
ウ
ナ
の
大
き
な
魅
力
。
そ
こ

に
は
世
代
も
立
場
も
関
係
な
く
、

た
だ
「
気
持
ち
よ
さ
」
を
共
有

す
る
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
個
性
豊
か
な
サ
ウ
ナ
　

　
最
近
で
は
中
川
村
の
周
辺
に

も
、
個
性
豊
か
な
サ
ウ
ナ
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
丸
い
木
製
の

小
屋
の
よ
う
な
「
バ
レ
ル
サ
ウ

ナ
」で
、雄
大
な
自
然
を
感
じ
な

が
ら
汗
を
流
せ
る
場
所
も
あ
り
ま
す

し
、
熱ね

っ

ぱ

し

波
師
に
よ
る
ロ
ウ
リ
ュ
で
一

気
に
体
感
温
度
を
上
げ
る
施
設
も
あ

り
ま
す
。
ど
こ
も
自
然
と
一
体
に
な

れ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
魅
力
で
、
外

気
浴
の
心
地
よ
さ
は
格
別
で
す
。
特

に
冬
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
の
一
息

は
、
ま
さ
に
“
生
き
返
る
”
よ
う
な

気
分
に
な
り
ま
す
。

　
小
さ
な
ご
褒
美
　

　
忙
し
い
毎
日
の
中
で
、
体
も
心
も

少
し
ず
つ
固
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

ん
な
時
こ
そ
、
熱
と
冷
た
さ
の
往
復

で
リ
セ
ッ
ト
す
る
時
間
を
持
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。
サ
ウ
ナ
は

特
別
な
趣
味
と
い
う
よ
り
、
現
代
人

に
と
っ
て
の
小
さ
な
ご
褒
美
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

　「
ま
た
明
日
か
ら
頑
張
ろ
う
」と
思

え
る
原
動
力
を
、
私
は
こ
の
“
整
う

時
間
”
か
ら
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　　
最
近
で
は
、
サ
ウ
ナ
の
入
り
方
や

整
い
方
を
紹
介
す
る
動
画
も
増
え
て

い
ま
す
。
少
し
時
間
を
つ
く
っ
て
温

冷
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
う
だ
け
で
も
、

驚
く
ほ
ど
心
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　
澄
ん
だ
空
気
や
豊
か
な
自
然
の
中

で
深
呼
吸
を
す
る
時
の
心
地
よ
さ
は
、

サ
ウ
ナ
で
“
整
う
”
感
覚
に
も
ど
こ

か
通
じ
て
い
ま
す
。
自
然
と
と
も
に

生
き
る
こ
の
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
静
け
さ
を
よ
り
深
く
味
わ
え
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
ロ
ウ
リ
ュ
…
熱
し
た
石
に
水
を
か
け

て
蒸
気
を
発
生
さ
せ
、
室
内
の
温

度
と
湿
度
を
上
げ
る
行
為
の
こ
と
。

�

（
Ｓ
Ｔ
）
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み
ん
な

み
ん
な
のの

広
場
広
場

私
の
南み

な
か
た向

、そ
し
て
中
川

中
組
　
湯ゆ

ざ
わ澤  

章し
ょ
う
へ
い平 

さ
ん

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

小
平
　
浦う

ら
か
み上  

絵え

み美 

さ
ん

　
父
母
は
こ
の
村
を
「
中
川
村
」
と

は
言
わ
ず
「
南
向
」
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
育
っ
た
私
に
と
っ

て
も
、
こ
の
村
は
や
は
り
「
南
向
」

で
し
た
。

　
南
向
の
家
は
、
盆
と
正
月
に
帰
る

祖
父
母
の
家
で
し
た
。
夏
は
蝉
し
ぐ

れ
の
中
で
盆
ご
ざ
を
編
み
、
盆
棚
を

作
っ
て
先
祖
を
迎
え
ま
し
た
。
年
の

暮
れ
は
藁
を
な
っ
て
松
飾
り
を
作
り
、

昔
か
ら
あ
る
重
い
杵
と
石
の
臼
で
餅

つ
き
を
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
２
年
生
の
時
か
ら
私
の
生

活
の
拠
点
は
母
の
実
家
が
あ
る
辰
野

町
で
し
た
。
父
の
退
職
後
、
両
親
は

南
向
の
家
に
戻
り
ま
し
た
が
、
私
は

そ
の
ま
ま
辰
野
町
で
半
世
紀
ほ
ど
暮

ら
し
ま
し
た
。

　「
南
向
」
で
生
活
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
６
年
前
に
母
が
病
で
自

由
に
動
け
な
く
な
っ
て
か
ら
で
す
。し

か
し
、
そ
の
当
時
私
は
ま
だ
仕
事
を
し

て
お
り
、
家
と
職
場
を
往
復
す
る
生

活
だ
っ
た
の
で
、
地
域
の
こ
と
に
関

わ
る
こ
と
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
地
区
の
役
職
な
ど
を
通
し
て
地
域

の
方
々
を
知
り
、
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
ま
だ
１
年
た
っ
て
い
ま

せ
ん
。
人
も
地
域
の
こ
と
も
ほ
と
ん

ど
知
ら
ず
、
わ
か
っ
て
い
る
方
々
に

お
聞
き
し
、
も
た
つ
き
な
が
ら
何
と

か
や
っ
て
き
ま
し
た
。
１
年
間
ひ
と

通
り
地
区
の
仕
事
を
体
験
し
て
少
し

は
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
の
ご
指

南
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
中
川
村
に
限
ら
ず
、
た
い
て
い
の

市
町
村
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
地

域
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
自
治
体
で
は
、
企
業
を
誘
致
し
た

り
、交
通
網
を
整
備
し
た
り
、目
玉
に

な
る
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た
り
し
て
人

を
呼
び
込
も
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
の
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
で
あ

ろ
う
施
策
を
求
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
必
要
で
す
。
霞

か
す
み

を
食
っ
て
生
き
て

い
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、

そ
れ
だ
け
で
は
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
私
は
そ
れ
に
加
え
て「
文
化
」で
勝

負
で
き
る
村
に
な
っ
て
い
け
ば
い
い

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
文
化
」と

は
学
問
や
芸
術
だ
け
で
は
無
く
、
ス

ポ
ー
ツ
や
民
俗
を
含
め
て
い
い
と
思

い
ま
す
。「
文
化
」
が
栄
え
て
い
る

国
は
そ
れ
が
安
全
保
障
に
も
な
り
ま

す
。
逆
に
「
文
化
」
を
軽
ん
じ
る
国

は
、
い
っ
と
き
隆
盛
の
よ
う
に
見
え

て
も
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
都
道
府
県

や
市
町
村
の
消
長
も
基
本
同
じ
だ
と

思
い
ま
す
。

　
中
川
村
に
は
い
く
つ
も
の
「
文
化

の
宝
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
全
面

に
押
し
出
し
て
「
う
ち
の
村
に
は
こ

ん
な
宝
が
あ
る
」
と
住
民
が
誇
り
に

思
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
若
者
の
定

住
率
が
高
く
な
り
、
村
外
か
ら
移
り

住
む
人
も
多
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
す
ぐ
に
成
果
の
上
が
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
期
的
な
視
野

に
立
っ
て
「
文
化
」
を
守
り
、
育
て
、

看
板
に
し
て
い
く
中
川
村
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
密
か
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
海
釣
り
を
始
め
た
の
は
６
年
前
、

職
場
で
行
っ
た
熱
海
旅
行
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の

釣
り
対
決
で
、
な
ん
と
１
匹
目
を
釣

り
上
げ
た
の
で
す
。
小
さ
い
ア
ジ
で

し
た
が
誇
ら
し
い
の
な
ん
の
。
夫
も

釣
り
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

一
週
間
後
に
は
道
具
を
買
っ
て
海
へ

向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　
堤
防
か
ら
餌
の
つ
い
た
針
を
投
げ

て
魚
を
待
ち
ま
す
。
魚
が
寄
っ
て
き

て
、
ツ
ン
ツ
ン
と
針
が
動
く
け
ど
ま

だ
待
っ
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ

る
。
魚
が
針
に
か
か
っ
た
ら
グ
ッ
と

重
く
な
る
の
で
釣
り
上
げ
る
。
そ
れ

だ
け
な
ん
だ
け
ど
面
白
く
て
ド
ハ
マ

リ
。
か
か
っ
た
と
思
っ
て
も
逃
げ
ら

れ
ち
ゃ
っ
た
り
、
釣
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
か
ら
こ
そ
、
釣
れ
た
と
き
の
喜

び
は
ひ
と
し
お
で
す
。
小
ア
ジ
を
た

く
さ
ん
釣
っ
て
南
蛮
漬
け
に
し
た
り
、

地
元
の
漁
師
さ
ん
に
も
ら
っ
た
魚
を

餌
に
し
て
大
き
な
タ
コ
を
釣
っ
た
り
。

フ
グ
に
阻
ま
れ
な
が
ら
も
、
夕
食
の

お
か
ず
を
求
め
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
大
き
な
魚
を
求
め
、
一
昨
年
小
型

の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
堤
防
で
は
届
か
な
い
沖
の
方

で
釣
り
が
で
き
ま
す
。
大
き
な
魚
の

た
め
な
ら
船
酔
い
も
日
焼
け
も
受
け

入
れ
て
沖
へ
向
か
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
大
き
な
ア
ジ
や
タ
イ
等
が
釣
れ
て
、

食
べ
応
え
ば
っ
ち
り
。
我
が
家
で
は

こ
ち
ら
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
お
気
に
入
り
は
穴
釣
り
で
す
。

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
や
敷
石
の
隙
間
に
仕

掛
け
を
落
と
し
て
、
カ
サ
ゴ
等
の
根ね

魚う
お

を
狙
い
ま
す
。
仕
掛
け
が
底
に
着

い
た
瞬
間
に
魚
が
餌
を
食
べ
て
グ
ッ

と
竿
が
重
く
な
る
感
覚
。
魚
が
い
そ

う
な
隙
間
を
見
極
め
る
の
も
楽
し
い

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
始
め
た
当
初
は
餌
の
虫
が
気
持
ち

悪
い
し
、
釣
り
上
げ
ら
れ
て
ピ
チ
ピ

チ
動
く
魚
は
怖
い
し
、「
さ
わ
れ
な
い

～
」を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、海

の
上
で
は
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
便
利
な
道
具
を
使
い
な

が
ら
一
連
全
て
自
分
で
で
き
る
。
た

く
ま
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
釣
れ
な
い
ま
ま
波
に
揺
ら
れ
る
日

も
し
ば
し
ば
。
そ
ん
な
日
は
美
味
し

い
お
寿
司
屋
さ
ん
に
寄
っ
て
か
ら
中

川
村
に
帰
り
ま
す
。
広
大
な
自
然
を

感
じ
な
が
ら
針
を
垂
ら
し
て
ぼ
ー
っ

と
す
る
、
釣
れ
な
い
こ
と
も
楽
し
み

と
し
て
受
け
入
れ
た
今
、
釣
り
は
一

生
の
趣
味
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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星
野
道
夫
さ
ん
の
『
旅
を
す
る

木
』
と
い
う
本
に
、
あ
る
一
節
が
あ

り
ま
す
。

　「
ぼ
く
が
東
京
で
暮
ら
し
て
い
る

同
じ
瞬
間
に
、
同
じ
日
本
で
ヒ
グ
マ

が
倒
木
を
乗
り
越
え
な
が
ら
力
強
く

進
ん
で
い
る
。（
中
略
）ぼ
く
た
ち
が

毎
日
を
生
き
て
い
る
同
じ
瞬
間
、
も

う
ひ
と
つ
の
時
間
が
、確
実
に
、ゆ
っ

た
り
と
流
れ
て
い
る
。
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
、
心
の
片
隅
に
そ
の
こ
と

を
意
識
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
は

天
と
地
の
差
ほ
ど
大
き
い
。」

　
東
京
の
喧
騒
の
中
で
こ
の
一
節
を

故郷故郷
随想随想
境
界
線
が
教
え
て
く
れ
た
豊
か
さ

境
界
線
が
教
え
て
く
れ
た
豊
か
さ

東
京
都
在
住
　

東
京
都
在
住
　
大大お

お
た
け

お
お
た
け竹竹  

さ
く
ら

さ
く
ら
さ
ん
　

さ
ん
　

（
八
幡
平
地
区
出
身
）

（
八
幡
平
地
区
出
身
）

読
む
時
、私
の
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、果

て
し
な
く
遠
い
海
の
向
こ
う
に
あ
る
、

い
つ
か
訪
れ
た
街
で
あ
り
、
同
時
に
、

生
ま
れ
育
っ
た
中
川
村
の
風
景
で
も

あ
り
ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
幼
少
期
の
思
い
出
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
然
と
隣
り
合
わ

せ
で
し
た
。
雪
が
積
も
っ
た
冬
の
日

に
は
、
ソ
リ
を
引
い
て
登
校
し
小
学

校
で
ソ
リ
滑
り
を
し
、
夏
は
会
館
の

裏
の
川
で
サ
ワ
ガ
ニ
を
捕
ま
え
、
春

は
人
の
家
の
も
の
と
知
ら
ず
に
筍
を

引
っ
こ
抜
い
て
怒
ら
れ
た
り
し
ま
し

た
。
授
業
で
も
、「
す
べ
り
山
」
で
遊

び
、
学
校
帰
り
は
大
草
城
址

公
園
に
集
ま
っ
て
同
級
生
と

遊
ん
だ
り
。
遊
び
の
舞
台
は

い
つ
も
自
然
の
中
で
し
た
。

　
思
春
期
に
な
る
と
、
中
川

村
で
の
暮
ら
し
の
不
便
さ
ば

か
り
が
目
に
付
く
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
中
学
に
上
が
る
と
部
活

動
の
選
択
肢
は
４
つ
し
か
な

く
、（
千
葉
に
住
む
友
人
の
学

校
は
何
十
種
類
も
あ
る
の
に

…
）
最
新
の
映
画
が
見
た
く

て
も
、数
ヶ
月
待
つ
か
、片
道

２
時
間
半
か
け
て
（
映
画
料
金
よ
り

も
高
い
交
通
費
を
払
っ
て
）
松
本
ま

で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
。

「
こ
ん
な
田
舎
じ
ゃ
な
け
れ
ば
」
と

思
っ
た
こ
と
は
数
知
れ
ず
、
こ
こ
に

は
な
い
す
べ
て
が
あ
る
で
あ
ろ
う
街

へ
出
る
た
め
の
出
発
点
と
し
て
、
中

川
村
を
見
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
高
校
卒
業
後
、
私
は
村
を
離
れ
て

石
川
県
の
大
学
に
進
学
し
、
今
は
東

京
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
人
生
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、
中

川
村
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
に
漠
然
と

憧
れ
を
抱
い
て
い
た
、「
村
に
な
い
も

の
が
す
べ
て
あ
る
街
」
は
、
い
つ
の

間
に
か
私
の
生
活
の
「
こ
ち
ら
側
」

に
な
り
、
育
っ
て
き
た
中
川
村
は
わ

ざ
わ
ざ
出
向
か
な
け
れ
ば
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
「
あ
ち
ら
側
」
に
な
り

ま
し
た
。

　
あ
ち
ら
側
が
こ
ち
ら
側
に
な
り
、

こ
ち
ら
側
だ
っ
た
場
所
が
あ
ち
ら
側

に
な
る
。
そ
う

い
う
こ
と
を
通

し
て
見
え
て
き

た
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
し
た
。

映
画
館
へ
片
道

15
分
足
ら
ず
で

行
く
こ
と
が
で

き
る
便
利
な
街

で
生
活
す
る
よ

う
に
な
っ
た
今
、

私
が
豊
か
さ
を

感
じ
る
の
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
自

分
の
幼
少
期
に
当
た
り
前
だ
っ
た
生

活
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
家

の
畑
で
採
れ
た
野
菜
で
夕
ご
は
ん
を

作
る
こ
と
だ
っ
た
り
、
村
で
育
て
ら

れ
た
新
鮮
で
お
い
し
い
お
米
や
食
材

を
い
た
だ
け
る
こ
と
だ
っ
た
り
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
へ
行
か
な
く
と
も
家

の
庭
先
か
ら
見
上
げ
る
と
そ
こ
に
あ

る
満
天
の
星
空
だ
っ
た
り
。

　
な
い
も
の
ね
だ
り
で
す
が
、
か
つ

て
の
生
活
に
は
な
か
っ
た
も
の
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
中
川
村
に
あ
る
自
然

の
恵
み
と
時
間
の
流
れ
を
愛
お
し
く

思
い
ま
す
。

　
私
が
忙
し
な
く
生
き
て
い
る
日
々

の
中
で
も
、
故
郷
の
山
々
は
変
わ
ら

ず
そ
こ
に
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
の
時

間
が
確
か
に
流
れ
て
い
る
の
だ
と
意

識
で
き
る
こ
と
は
、
想
像
以
上
に
深

い
安
堵
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

日　時　　令和８年１月３日（土曜日）午後１時　開式
会　場　　望岳荘　大宴会場　ほか
​　（上伊那郡中川村大草4489　電話：0265-88-2033）
　※望岳荘へのご宿泊も可能です。成人式でご宿泊の場合は特別

料金でお泊まりいただけます。ご宿泊を希望される場合は望
岳荘へお問い合わせください。

日　程　　
・受　　付	 12時30分~12時50分
・記念式典	 13時00分~14時10分
・新成人の近況報告	 14時20分~15時10分

・記念撮影　15時20分~15時30分
・祝　　宴　15時40分~16時45分（終了予定:17時00分頃）
該当者　　
　令和２年度中川中学校卒業生および
　平成17年４月２日～平成18年４月１日生の村内在住者
その他
　※成人式実行委員会で協議を行い、例年から開催場所および開

催時間が変更となっております。ご準備などでご迷惑をおか
けいたしますが、お間違いのないようご注意ください。

お問い合わせ先　中川村公民館（電話 88-1005）

幼少期、兄妹とどんちゃん祭りに行く幼少期、兄妹とどんちゃん祭りに行く

実家の畑で採れた野菜実家の畑で採れた野菜

令和８年  中川村成人式のお知らせ
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こんにちはこんにちはこんにちはこんにちは
赤ちゃん赤ちゃん No.011

　片
かたぎり

桐　秀
ひで

美
み

 さん（葛北在住）
　　　　綾

あや

乃
の

 さん

  長男  櫂
かい


 くん�（１歳２か月）

  次男  碧
あお

 くん� （１歳２か月）

  四女  律
りつ

 ちゃん�（１歳２か月）

　
今
月
の
「
赤
ち
ゃ
ん
こ
ん

に
ち
は
」
は
、
令
和
６
年
９

月
に
生
ま
れ
た
、
中
川
村
初

の
三
つ
子
ち
ゃ
ん
の
片
桐
櫂

く
ん
、
碧
く
ん
、
律
ち
ゃ
ん

の
ご
両
親
の
秀
美
さ
ん
、
綾

乃
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

【
初
め
て
三
つ
子
だ
と
わ

か
っ
た
時
の
ご
両
親
の
お
気

持
ち
は
？
】　

秀
美
さ
ん
…

　
た
だ
た
だ
驚
き

ま
し
た
。（
笑
）

　
綾
乃
さ
ん
…

　
フ
リ
ー
ズ
し
ま

し
た
。（
笑
）

　
ん
？
三
つ
子
？

三
つ
子
！？
し
ば
ら

く
落
ち
着
き
ま
せ

ん
で
し
た
。（
笑
）

　【
生
ま
れ
た
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教

え
て
く
だ
さ
い
】

　
三
つ
子
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
出

産
予
定
日
の
約

２
ヶ
月
半
前
か
ら

安
曇
野
の
こ
ど
も

病
院
に
入
院
し
て

い
ま
し
た
。
特
に

何
事
も
な
く
順
調
だ
っ
た
の
で
入
院

し
て
１
ヶ
月
の
と
き
に
外
出
の
許
可

を
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
と
久
し
ぶ

り
に
病
院
の
近
場
に
お
で
か
け
を
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
そ
の
日
の
夜
中
に
急
遽
出

産
と
な
り
、
三
つ
子
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　
旦
那
は
慌
て
て
中
川
か
ら
安
曇
野

へ
、
病
院
に
着
く
頃
に
は
す
で
に
生

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
す
ぐ
に
面
会
に

は
な
ら
ず
、
旦
那
は
睡
魔
と
戦
い
な

が
ら
３
人
分
の
書
類
に
何
枚
も
サ
イ

ン
を
書
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
生
ま
れ
た
三
つ
子
を
見
た
時
は
、

本
当
に
３
人
お
腹
に
入
っ
て
い
た
ん

だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

【
初
め
て
３
つ
子
ち
ゃ
ん
と
対
面
し

た
と
き
の
印
象
は
？
】

　
可
愛
い
に
つ
き
ま
す
。（
笑
）

　
低
体
重
児
で
生
ま
れ
、
こ
ん
な
小

さ
な
体
で
も
必
死
に
生
き
よ
う
と
し

て
い
る
姿
を
み
て
絶
対
に
守
っ
て
い

こ
う
と
決
意
を
し
ま
し
た
。

　【
名
前
の
由
来
は
？
】

　
櫂
…
櫂
は
舟
を
漕
ぐ
オ
ー
ル
、

オ
ー
ル
で
漕
ぐ
か
ら
舟
が
進
む
。
自

ら
の
力
で
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
進

ん
で
行
け
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
。

　
碧
…
碧
い
空
や
海
の
よ
う
に
キ
レ

イ
な
心
を
持
っ
た
人
に
な
っ
て
欲
し

い
。

　
律
…
自
分
を
律
す
る
事
が
で
き
る
、

強
い
意
志
を
持
っ
た
人
に
な
っ
て
欲

し
い
。

【
お
子
さ
ん
の
好
き
な
食
べ
物
は
？
】

　
み
ん
な
バ
ナ
ナ
が
大
好
き
！

３
人
と
も
食
欲
旺
盛
で
バ
ク
バ
ク
食

べ
ま
す
。（
笑
）

【
三
つ
子
ち
ゃ
ん
は
誰
に
似
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
？
】

　
櫂
…
長
女
の
小
さ
い
頃
に
そ
っ
く

り
。（
笑
）

　
碧
、
律
…
母
親
に
似
て
い
る

【
三
つ
子
ち
ゃ
ん
の
癖
は
何
か
あ
り

ま
す
か
？
】

　
櫂
…
い
つ
も
同
じ
ぬ
い
ぐ
る
み
を

握
っ
て
離
さ
な
い
。（
笑
）

　
碧
…
笑
い
な
が
ら
壁
を
バ
ン
バ
ン

叩
く
。

　
律
…
ノ
リ
ノ
リ
の
歌
が
流
れ
る
と

踊
り
だ
す
。

【
大
き
く
な
っ
た
ら
家
族
で
ど
ん
な

こ
と
を
し
た
い
で
す
か
？
】

　
三
つ
子
が
産
ま
れ
て
か
ら
、
な
か

な
か
出
か
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
家

族
で
県
外
へ
旅
行
に
出
か
け
た
い
で

す
。

【
将
来
ど
ん
な
こ
と
を
習
わ
せ
た
い

で
す
か
？
】

　
本
人
が
興
味
を
持
つ
も
の
を
、
幅

広
く
や
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

3 人でパシャリ3 人でパシャリ

どれにしようかな～どれにしようかな～
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９
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長
野
県
上
伊
那
郡
中
川
村
片
桐
４
７
５
７

　
　
　
　
中
川
村
公
民
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
６
５
ー
88
ー
１
０
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
２
６
５
ー
88
ー
４
０
０
５

■
編
集
　
公
民
館
報
編
集
委
員
会
　
　
■
印
刷
　
龍
共
印
刷
株
式
会
社

【
三
つ
子
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
生
活

で
変
わ
っ
た
こ
と
は
？
】

　
今
ま
で
も
子
供
中
心
の
生
活
で
し

た
が
文
字
通
り
輪
を
か
け
て
そ
の
生

活
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
上
の
子

３
人
が
三
つ
子
の
世
話
を
し
て
く
れ

て
助
か
っ
て
い
ま
す
！

【
三
つ
子
ち
ゃ
ん
に
関
す
る
面
白
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？
】

　
櫂
と
碧
は
お
し
ゃ
ぶ
り
が
好
き
で

よ
く
し
て
い
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
か

急
に
律
が
お
し
ゃ
ぶ
り
を
奪
い
に
来

る
と
き
が
あ
り
、
泣
か
さ
れ
て
い
た

り
し
ま
す
。（
笑
）　

　
三
つ
子
と
い
え
ど
三
者
三
様
、
そ

れ
ぞ
れ
が
違
う
こ
と
を
し
て
い
る
の

が
お
も
し
ろ
い
で
す
。

【
最
後
に
、
ご
両
親
か
ら
三
つ
子

ち
ゃ
ん
に
一
言
】

　
秀
美
さ
ん
か
ら
…

　
櫂
、
碧
、
律
、
僕
ら
夫
婦
の
も
と

に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。

　
沢
山
笑
っ
て
楽
し
い
日
々
を
家
族

み
ん
な
で
す
ご
そ
う
ね
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。

　
綾
乃
さ
ん
か
ら
…

　
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　
い
ろ
い
ろ
と
お
忙
し
い
中
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
３
人
仲
良
く
、
元
気
に
大

き
く
育
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

テレビに夢中テレビに夢中

三つ巴三つ巴

つかみ合い（笑）つかみ合い（笑）

　
秋
は
芋
の
収
穫
の
季
節
で
も
あ
り
、

じ
ゃ
が
い
も
、さ
と
い
も
、さ
つ
ま
い

も
、
や
ま
い
も
、
そ
し
て
こ
ん
に
ゃ

く
い
も
等
様
々
な
芋
の
美
味
し
い
季

節
が
や
っ
て
き
た
。

　
生
産
量
が
特
に
多
い
の
は
ジ
ャ
ガ

イ
モ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
で
あ
る
。
じ
ゃ

が
い
も
は
初
夏
に
収
穫
さ
れ
る
が
、

に
ど
い
も
と
も
言
わ
れ
秋
に
も
穫
れ

る
。

　
こ
こ
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
に
つ
い
て

述
べ
る
。サ
ツ
マ
イ
モ
は
鹿
児
島
、茨

城
、
千
葉
県
な
ど
で
２
０
２
０
年
の

統
計
で
は
69
万
ト
ン
ほ
ど
生
産
さ
れ

て
い
る
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　 

サ
ツ
マ
イ
モ
が
わ
が
国
に
伝
え

ら
れ
た
来
歴
は
、
原
産
地
は
メ
キ
シ

コ
を
中
心
と
し
た
中
部
ア
メ
リ
カ
、

15
世
紀
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
っ
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
後

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
に
渡
っ
た
。

日
本
へ
は
中
国
か
ら
17
世
紀
頃
琉
球
、

薩
摩
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
歴
史
か

ら
カ
ラ
イ
モ
、
甘か

ん

藷し
ょ

、
サ
ツ
マ
イ
モ

な
ど
の
名
が
あ
る
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
痩
せ
た
土
地
で
も

生
育
し
、
天
候
の
影
響
も
受
け
に
く

い
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
救
荒
作
物

と
し
て
青あ

お

木き

昆こ
ん

陽よ
う

に
よ
っ
て
全
国
に

広
め
ら
れ
た
歴
史
が
あ
る
。

　
芋
の
美
味
し
さ
を
通
し
て
秋
を
楽

し
み
た
い
こ
の
頃
で
あ
る
。(

Ｍ
Ｋ)


